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●
肺
炎
で
亡
く
な
る
方　
　

10
人

　
（
平
成
22
年
人
口
動
態
統
計

死
亡
数
割
合
か
ら
算
出
）
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日
本
で
は
、
約
2
人
に
1
人
が

が
ん
に
な
り
、
3
人
に
1
人
が
が

ん
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
の「
肺
が
ん
」は
上
昇
傾
向

が
著
し
く
、
平
成
5
年
に「
胃
が

ん
」を
上
回
っ
て
第
1
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の「
大

腸
が
ん
」と「
肺
が
ん
」は
上
昇
傾

向
が
続
い
て
お
り
、「
大
腸
が
ん
」

は
平
成
15
年
に「
胃
が
ん
」を
上

回
っ
て
第
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
を
、
今
回
は
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◆
日
本
が
1
0
0
人
の

村
だ
っ
た
ら
…

●
が
ん
で
亡
く
な
る
方　
　

30
人

●
心
臓
病
で
亡
く
な
る
方　

16
人

●
脳
血
管
疾
患
で
亡
く
な
る
方

　
　

10
人

◆
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

　

が
ん
は
遺
伝
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
遺
伝
に
よ
る
が
ん
は

5
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
少
な
く
、

む
し
ろ
喫
煙
、
食
生
活
お
よ
び
運

動
な
ど
の
生
活
習
慣
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

◆
が
ん
を
早
く
発
見
す
る
た
め
に

　

が
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
生

活
習
慣
に
気
を
付
け
て
い
て
も
、

発
が
ん
の
危
険
性
を
ゼ
ロ
に
は
で

き
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で

大
切
な

の
が
、
が

ん
検
診
。

も
し
、
が

ん
が
発

見
さ
れ
て

も
、
初
期

の
段
階
で

適
切
な

治
療
を

行
う
と
、

高
い
確
率

で
治
癒

し
ま
す
。

　肺がんにかかる人は、40歳代
後半から増加し始め、高齢にな
るほど多くなります。
【１日に吸うたばこの本数】×
【喫煙年数】が600を超える方は、
肺がんにかかる危険率が高いと
いわれています。

肺がん

　日本人に多いがん。
　食塩を多く取る地域に多いな
ど、食生活との関係が深いとい
われています。
　胃がんにかかる人は40歳を
過ぎると多くなります。

胃がん
　大腸がんにかかる人は、50歳
代から増加し始め、高齢になる
ほど多くなります。
　亡くなる人は肺がん・胃がん
につぐ第３位。食生活の欧米
化(高脂肪・低食物繊維)に伴い、
患者数は増え続けています。

大腸がん

が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
の八カ

条

一
　
禁
煙
す
る

二
　
適
度
な
飲
酒
〔
ビ
ー
ル
な
ら

中
ビ
ン
1
本（
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
）程
度
〕

三
　
食
塩
は
控
え
め
に（
食
塩
は
1

日
10
グ
ラ
ム
未
満
）

四
　
野
菜
・
果
物
を
食
べ
る（
野
菜

は
毎
食
、
果
物
は
毎
日
）

五
　
熱
い
飲
食
物
は
避
け
る

六
　
運
動
を
定
期
的
に

七
　
体
重
管
理
を
し
っ
か
り
と

八
　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
す
る

（
厚
生
労
働
科
学
第
3
次
対
が
ん
10
カ

年
総
合
戦
略
研
究
事
業「
生
活
習
慣
改

善
に
よ
る
が
ん
予
防
法
の
開
発
と
評

価
」研
究
班
作
成
資
料
か
ら
）

　
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

しのび
よる 

 がん
のかげ

生活習
慣を見

直し、

遠ざけ
ましょ

う！

が
ん
に
な
ら
な
い
生
活
は
…

主な部位別がん死亡率の推移
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（注）肺がんは気管、気管支のがんを、子宮がんは子宮頸がんを含む。大腸がんは
　　結腸と直腸S状結腸移行部および直腸のがんの計。最新年は年計（概数）
（資料）厚生労働省「人口動態統計」

男 女（年） （年）
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乳がん
卵巣がん
白血病

肝臓がん
肺がん
子宮がん
前立腺がん
大腸がん
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格
に
、
個
性
あ
る
流
域
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
暴
れ
川
と
い
わ
れ
た

円
山
川
と
の
闘
い
の
歴
史
、
多
様

な
谷
筋
が
形
成
さ
れ
た
竹
野
川
の

歴
史
が
、
現
在
の
流
域
の
風
景
に

表
れ
て
い
ま
す
。

海　

岸
…
日
本
海
沿
岸
部
は
、
岬

や
入
り
江
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

リ
ア
ス
式
沈
降
海
岸
を
形
成
し
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

ま
た
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
部
に
は
、

白
砂
青
松
の
竹
野
浜
や
気
比
の
浜
、

は
さ
か
り
岩
、
淀よ
ど
の

洞ど
う

門も
ん

な
ど
雄
大

な
海
食
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
入
り
江
に
は
小
さ
な
漁
村

集
落
が
点
在
す
る
独
特
の
風
景
が

　
「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」は
、
①
景

観
の
基
盤
と
な
る
地
形
風
土
、
②

景
観
を
か
た
ち
づ
く
る
暮
ら
し
と

生
業
、
③
景
観
の
意
味
を
伝
え
る

記
憶
や
物
語
、
の
三
つ
の
見
方
か

ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
景
観
の
基
盤
と
な
る

地
形
風
土
を
掲
載
し
ま
す
。

　

豊
岡
盆
地
は
、
縄
文
期
の
海
進

と
海
退（
注
）に
よ
る
侵
食
で
形
成

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
狭
い
平
地
の

背
後
に
山
が
迫
り
、
ど
こ
に
い
て

も
山
並
み
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

豊
岡
は
、
盆
地
の
地
形
と
山
並

み
、
円
山
川
と
竹
野
川
流
域
の
田

園
と
谷
筋
、
入
り
組
ん
だ
海
岸
、

高
原
と
い
っ
た
特
徴
的
な
地
形
が

風
景
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
並
み
…
毎
日
の
生
活
で
、
山
並

み
は
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
ま
す
が
、

地
形
の
成
り
立
ち
に
よ
り
場
所
ご

と
に
山
の
形
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

豊
岡
盆
地
か
ら
は
、
手
前
か
ら
奥

に
向
か
っ
て
色
合
い
を
変
え
な
が

ら
折
り
重
な
る
山
並
み
が
見
ら
れ
、

細
長
い
谷
筋
で
は
両
岸
に
山
並
み

が
迫
り
ま
す
。
集
落
や
ま
ち
ご
と

に
呼
び
習
わ
さ
れ
た
山
の
名
前
が

あ
り
、
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

河　

川
…
市
域
の
中
央
部
を
南
北

に
縦
断
す
る
円
山
川
水
系
と
竹
野

地
域
を
流
れ
る
竹
野
川
水
系
を
骨

形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

高　

原
…
稲い
な
ん
ば葉
川
の
上
流
に
は
、

千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
の
中
に
神

鍋
山
の
火
口
を
中
心
に
平
地
が
広

が
る「
神
鍋
高
原
」が
あ
り
ま
す
。

穏
や
か
な
傾
斜
地
で
は
主
に
田
園

や
果
樹
園
な
ど
の
農
地
が
広
が
り
、

四
季
を
通
じ
て
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
野
町
三
原
や
但
東
町

高
龍
寺
な
ど
で
も
、
規
模
は
小
さ

い
な
が
ら
も
高
原
状
の
地
形
が
見

ら
れ
、
集
落
と
田
園
と
が
調
和
し

た
開
放
的
な
風
景
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

地　

質
…
玄
武
洞
付
近
お
よ
び
神

鍋
山
付
近
の
玄
武
岩
、
但
東
地
域

の
蛇
紋
岩
、
竹
野
地
域
の
青
井
浜

で
採
れ
る
青
井
石
は
、
特
徴
的
な

地
質
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
石
は
石
垣
な
ど
の
建
材
と
し
て

（
注
）海
進
…
海
面
が
上
昇
し
河
口
か
ら
海
水
が
進
入

　
　
海
退
…
海
面
が
低
下
し
海
水
が
引
く

使
わ
れ
、
地
域
固
有
の
色
合
い
を

生
み
出
し
ま
す
。
玄
武
岩
の
深
い

黒
灰
色
、
冷
え
た
溶
岩
流
の
黒
っ

ぽ
い
色
、
青
井
石
の
黄
色
と
青
色
、

蛇
紋
岩
の
青
色
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

地
域
を
特
徴
付
け
て
き
ま
し
た
。

気　

候
…
日
本
海
型
気
候
に
属
す

る
も
の
の
、複
雑
な
地
形
の
た
め
、寒

暖
の
差
が
大
き
く
、昔
か
ら「
弁
当

忘
れ
て
も
傘
を
忘
れ
る
な
」と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、降
雨
も
多
く
、
こ
の
独

特
の
気
候
風
土
が
、
風
景
に
四
季

折
々
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

霧
の
発
生
日
数
は
、
近
年
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
年
間
平
均

90
日
程
度（
4
日
に
1
日
の
割
合
）

で
す
。
来
日
岳
か
ら
眺
め
る
雲
海

は
墨
絵
の
よ
う
で
、
日
の
出
と
と

も
に
日
本
海
に
滝
の
よ
う
に
流
れ

込
む
様
子
は
と
て
も
感
動
的
で
す
。

◆
次
回（
9
月
25
日
号
）は
、「
景
観

を
か
た
ち
づ
く
る
暮
ら
し
と
生

業
」を
掲
載
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

景
観
の
基
盤
と
な
る地

形
風
土

景
観
シ
リ
ー
ズ
2

  
豊
岡
の
風
景
の
見
方
①
〜
景
観
の
基
盤
と
な
る
地
形
風
土
〜

▲豊岡盆地から見る山並み

▲水害の歴史が分かる石垣

▲日本海に雲が流れ込む様子

▲下流部でも山が迫る円山川


